
面
は
波
状
量

し
朋
に
ょ
っ
て
は

E
r
od
ona
を
有
す
る
部
分
が
創
-

ら
れ
ね
形
は
雪

で
屠
る
0
筆
者
は
攻
だ

酒
々
井
と
大
谷
流
と
の
中
間
晶

奄
し
-

な

い
が
大
谷
流
量

の
下
の
粘
土
は
嘉

貿

雫

の
粘
土
の
連
頂
で

あ
4
P
大
谷
流
是

と
上
岩
椅
月
暦
と
は
同

這

準
の
も
の
と
在
る
の
で
は
空

か
と
恥
思
っ
て
居
る
｡

墓

乍
ら
横
山
教
授
の
御
指
警

告

氏
の
御
教
示
に
封
し
厚
-
謝
意
芸

す
る
0
(昭
禦

衰

晶

､
七
品

訂

)

千

葉

願

中

山

の

北

石

静

ヽ

(
祖

先
南
部

新
生
代
化
石
群

其
の
六
)

大
炊
御
門

綬
輝

鈴

木

好

1

枚

倉

勝

彦

池
速

足

生

ポウ
ヤ
ツ

ホ
ン

平
山
の
化
憲

は
千
憲

千
葉
郡
千
城
村
坊
谷
警

姦

関
村
平
山
に
-

が
ふ

樫
に
治
産

面
は
約

lE
k
の

開
運
縛
し
阜

三
ヶ
所
の
砦

産
地
が
あ
る
我
品

人
は
本
竺

月
此
等
の
内
十
ヶ
所
か
ら
採
警

行
つ
莞

砦

産
地
の
大
部
分
(産
地

丁

八
)
は
千
城
相
に
あ
-1
･
九
二

〇
の
二
の
み
が
革
-1
で
あ
る
が
三
士
技
師
が
既
裟

山

化
霊

写

し
て
報
じ
て
屠
ら
れ
る
か
ら
共
は
従
っ
て
中
山
月
静
と
呼
ぶ
革
に
す
る
｡

千
斐
嚇
平
川
の
化
石
厨

lニ云



地

球

節
二
十
六
番

節
餌
舵

ニ
7;1(

八

崖
面
の
上
部
は
赤
土
で
あ
る
が
そ
の
下
の
砂
暦
は
産
地
四
に
於
で
は
左
に
示
す
如
き
断
固
を
量
す
る
｡

砂

m3

粒

砂粒

褐 色 中

褐 色 租

(僅少 ノ磯 ヲ含 ム)

0.2m

2

砂粒紳也褐3
0.1111

褐 色 粗 粗 砂

(僅少 ノ磯ヲ含 ム)

,Y

下部ノ･中粒砂 トナ
JV

4

月
暦
は
4
の
粗
粒
砂
暦

の
上
部
に
レ
ン
ズ
を
覆
し
て
入
っ
て
居
る
｡
各
産
地
で
は
月
暦
は
何
れ
も

レ
ン
ズ
を
覆
し
其

の
各
々
の
道
路
面
よ
-
の
高
rDは
一
で
は
約

一
米
'

一
〇
米
離
れ
カ
ニ
で
は

1
の
レ
ン
ズ
よ
卓
二
米
高
-
､
四
は
約

二
米
､
瓦
で
は

一
米
車
､
七
で
は
三
光
で
多
少
の
上
下
の
単
位
は
静
め
ら
れ
る
｡
又
産
地
七
で
は
レ
ン
ズ
は

一
光

へ

だ
て
て
上
下
の
二
つ
あ
多
上
位
の
79
の
は
化
石
表
に
於
で
は
八
と
し
て
取
扱
っ
た
｡
し
か
し
此
等
の
多
少
上
下
の
暦

準
の
異
在
る
化
石
群
に
於
で
も
そ
の
フ
ォ
ー
ナ
ほ
は
何
等
の
和
典
を
静
め
る
事
は
出
凍
覆

い
｡
採
集
し
た
月
化
石
は

全
部
で
八
六
種
で
あ
る
が
産
出
量
の
制
令
に
種
類
は
少

い
｡
そ
れ
は
二
枚
貝
が
多
-
忠
男
が
少

い
為
に
も
よ
る
｡
此

鮎
大
谷
流
や
山
蓮
の
月
暦
に
似
て
居
る
｡
多
度
種
叉
は
普
通
種
を
摘
出
す
る
と
(多

い
も
の
か
ら
順
に
)

G
ly
cy･m
er
is
y
e
ssoen
sis
(S
ow
e
r
b
y
)

M

a
c
i
r
a

s
u
lc
a
i
a
r
ia
R
eev
e

G
o
m
p
hin
a
n
eas叶
a
r
toid
es
(Y
ok
oy
am
a)

Vener
upi
s
var
iega
t
a

(S
o
w
e
rb
y
)

D
i
ptod
on叶a
us外
a

(Coul
d)

Arcop
agia
delta

(
Y

o

k
oy
a

m
a)



書

一11
-t一1--
J

E
r
o
dogw
fregu
en
s
(Y
o
k
o
y
a
m

a
)

V
en
us
siim
p
son
i
G
o
ut
d

Olive
lla
f
u
lg

u
ra
ta
(A
d
a

m
s&
R
e
e
v
e
)

S
u
Jw
tia

m

ens

tr
u
a
li
s

(
M

enke)

U
m
b
oni
u
m

w
w
ni
lq
e
r
等
m

(L
a
m
a
r
c
k
)

N
assarius
japonicus
(A
.A
dam
s)

で
澱
初
の
二
つ
は
特
に
移
し
-
出
る

｡此
等
の
種
瓶
か
ら
見
る
と
大
谷
流
月
層
に
最
も
よ
-
似
て
居
少
酒
々
井
の
月

暦
の
も
の
に
も
似
て
居
る
｡
唯
だ
大
谷
流
か
ら
は
平
山
の
様
に
多
-
の

G
om
p
h
in
a

が
出
な

い
｡
叉
大
谷
流
の
も

の
は
二
枚
月
の
両
敷
片
の
密
着
し
て
居
る
も
の
が
多

い
の
は
反
し
平
山
の
も
の
は
骨
離
れ
て
居

～,>
月
も
洗
ほ
れ
た
形

跡

を
紹
著
に
残
し
て
居
る
.

つ
ま
-
此
の
月
暦
は
波
打
際
で
も
ま
れ
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
月
数
の
レ
ン
ズ
に
よ
っ
て

形
づ
-
ら
れ
ね
も
の
で
あ
っ
て
此
鮎
が
大
谷
流
又
は
酒
々
井
月
瀞
と
興
る
｡
大
谷
流

･
酒
々
井

･
平
山
の
三
月
骨
は

暴
々
同

一
暦
準
と
し
て
取
扱
っ
て
宜
し
か
ら
う
と
瓜
ふ
｡
(
大
炊
御
門

･
池
蓮

).

次
は
表
に
*

面

を
付
し
光
政
種
に
つ
い
て
簡
単
夜
注
意
を
記
す
｡

Obtor
tio
r
e
ticu
la
ta
(A
.
A
d
a
m
s
)

A
.
Ad
a
m

S,
A
nn
･
a
･
A
(
a
g
･

V
I,
p
･4
2
2
7
1

860
(D
m
keria)"

A
.Ad
amⅥ
,Jo
ur
･C
o

nch
yti
olo
gie
一X
V
I

.p･50
,)868
(
F
en
e
lla
)

此
れ
は
横
山
博
士
が

F
en
ella
o
r
ien
ia
lis
Yo
k
oya
m
a
,

1920
(F
o
s
s.
M
iu
ra
Pen
n
.
p
.
7
4
,
P
L
Z
V

I
A
t
,
O
･.

1
2
)

と
し
て
記
載
さ
れ
た
種
で
あ
っ
て
横
山
教
授
が

B
ritish
M

useum
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
凍
ら
れ
た
ア
ダ
ム
ス
の
種

と
同

一
種
で
は
夜
い
か
と
考

へ
て
居
た
｡
今
回
東
大
地
質
撃
教
室
の
タ
イ
プ
と
比
較
し
た
朋
横
山
教
授
の
ス
ケ
ッ
チ

及
び
ノ
ー
ト
は
完
金
は

一
致
す
る
事
を
知
っ
た
.
獅
ア
ダ
ム
ス
の
月
も
横
山
博
士
の
タ
イ
プ
も
典
は

b
o
d
y
w
h
o
r
l

千
非
臓
平
山
の
化
石
厨

二

元

九



地

球

約
二
十
六
客

筋

凹

舵

二

買

1
i

O

に

v
a
rix
を
有
す
る
｡
横
山
博
士
が
東
京
遣
桃
山
か
ら
報
ぜ
ら
れ
た

ori
e
n

i
a

l

i
S

は

0･aspel･u
taia
(A
d
am
s
)

で
あ
る
｡
(
池
速
)

O
btor
iio
r
uf
o
cin
eia
(A
.
A
d
a
m

s
)

横
山
教
授
は
嘗
て
大
阪
難
波
の
中
化
石
を
報
ぜ
ら
れ
た
際
に

F
en
ella
sep
ten
tr
iona
lis
(T
o
kun
aga)
敬
?
敬

付
し
て
本
棟
の
シ
ノ
ニ
ム
と
n
れ
ね
横
山
博
士
の
標
本
h
T槍
し
た
牲
苑
此
ほ
従
ふ
事
と
し
た
.

(
池
蓮
)

S

%.p

honodemia
lium

o
z
a
lLla
i
Y

okoyama

此
は
横
山
博
士
が
佐
渡
か
ら
記
載
し
た
種
で
あ
る
｡
博
士
が
上
部
武
城
野
か
ら
報
ぜ
ら
れ
ね

D
e邑
a･liu
m

ed
o
･

ense
Tokunaga
の
大
部
分
は

D
.
g
a
m
a,h
ua
i
Y

okoyam
a

で
あ
る
が
大
竹
産
の
79
の
の
中
に
は
本
種
が
混

在
し
て
居
る
事
h
t知
っ
た
.

(
池

蓮

)

D
en
ialiu
m

w
e
in
k
a
亀

D
u
n
k
e
r

D
enia
liu
m

p
r
eiiosu
m

S
o
w
e
r
by

D
e
n
ia
liu

m
buccinulum
G
ou
td

此
の
三
種
は
各
部
横
山
博
士
が

D
.
we
i
n

k
a
uB

D
un
k
er
と
し
て
報
ぜ
ら
れ
た
も
の
は
含
ま
れ
て
居
る
｡

D
･

pretiosu
m

は
瀬
又
よ
¢
多
産
し
て
居

タ

D
.
buc
c
in
u
lu
m

は
大
竹

･
手
蟹
の
藤
本
中
に
多
数
あ
き
木
下
に
も
出

て
居
る
｡
(
池
蓮
)

D
i
p
to
d
o
邑
a
u
sta
(G
oul
d
)

横
山
博
士
が
上

宮
Ittiよ
-
記
載
さ
れ
た

D

ip
lo
d
o
邑
a

g
o
u
l
d

i

Y
o
k
o
y
a
m

の
摺
本
数
槍
し
た
朗
u

s
t

a

の
小



･･･
･=
･‥.

-.I-･l一
形
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
憧
別
が
夜

S

｡昭後
背
部
が

g
o
u

l
d

i

で
は
班
が
っ
て
居
て
後
背
継
が
珊
角
ぼ
っ
て
屠
る
罰

が
興
る
｡
し
か
る
は
上
部
武
減
野
の

u
s

ta
の
小
形
楯
本
中
に
は
此
の
両
型
が
混
在
し
そ
の
中
間
型
さ

へ
謎
め
ら
れ

る
の
で

g
ou
ld
i
は

us
t
a

の
,b
ノ
エ
ム
と
す
る
部
に
し
た
｡
平
山
の
標
本
中
に
も

g
ou
ld
i
型
の
も
の
も
混
在
す

る
｡
(
鈴
木

｡
池
蛍
)

蘇
苔
歳
は
合
計

一
五
種
で
豊
富
と
は
言
以
難

い
｡
保
存
の
状
態
は

一
般
に
良

い
が

.I
部
分
は
二
次
的
石
衣
沈
澱
物

の
食
め
種
の
決
定
は
困
難
で
あ
る
｡
各
部
煉
口
板
に
属
し
且
つ
群
鰭
は
蓋
皮
性
で
あ
る
｡

一
五
種
の
内
散
も
普
通
夜

も
の
は

H
ip
p
op
or
ella
g
or
g
oま
n
SiS
と

Smiitin
a
m
ed
i
oum
bon
aia
で
あ
る
O
前
者
は

一
九
三
〇
年

パ
ナ
ヤ

運
河
附
鑑
か
ら
報
骨
さ
れ
た
も
の
で
'
鼻
紙
牛
島
で
は
多
古
｡瀬
又
･西
谷
?
等
か
ら
も
魔
す
る
.
後
者
は
瀬
又

･
版

本
(
三
島
柑
)
か
ら
知
ら
れ
て
屠
る
｡
E
lecir
a

a
･n
g
u
la
ta

は
印
度
太
平
洋
型
で
あ
る
が
筆
者
は
先
年
弘
富
士
央
氏

よ
り
造
ら
れ
た
紀
伊
Em
速
の
覗
棲
種
本
中
は
同
種
を
見
出
し
た
0
化
石
と
し

ては
多
古
酔
亜
群
h
.T最
的
に
特
徴
付
け

て
居
る
｡
R
eg
in
ella
f等
caia
は
富
山
幣
よ
み
L
y
r
u
la
m
u
l叶ip
or
a
と
し
て
報
告
し
た
も
の
で

S
ch
iz
o
p
o

drella
.

E
.sch
a
r
oid
e
s.H
ipp
o
t
h
o
a

の
諸
種
と
共
に
鼻
紙
の
鮮
新
枕
'
洪
積
続
に
普
通
は
見
ら
れ
る

C
a
llop
o
ra
sp.
)
,

L

a

cern
a
sp
.
1

は
ま
だ
他
塵
か
ら
稗
ち
れ
て
ゐ
夜

い
｡
(
坂
倉
)

有
孔
親
裁
は
産
地
二
の
753
の
を
槍
し
た
だ
け
で
あ
る
が
全
部
で
四
七
種
あ
-
日
本
附
並
を
含

む
北
太
平
洋

(
特
に

中
部
日
本
)
の
浅
海
は
普
通
な
積
数
の
み
ょ
ヵ
在
る
｡
唯
若
干
の
南
方
種
が
あ
る
が
英
等
の
北
限
は
未
だ
充
分
確
め

ら
れ
て
居
な

い
｡
金
鰭
と
し
て

N
on
ion
id
a
e
,
R
otatii
d
a
e
,

A
n
om
al
in
id
ae
及
び

Gtobig
er
in
id
a
e

は
鷹
す

る
校
数
が
優
勢
で

M
iliotid
a
e
は
存
外
多
-
老

い
｡
L
a
g
eni
d
a
e
の
劣
勢
は
蓋
し
骨
熱
と

い
ふ
可
さ
で
あ
ら
う
｡

千
米
糠
中
-;
の
化
石
府

議

]

二
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Barbatia,sp.
Acartent,T)rica(Reeve)
Anadarasubcreれata(Lischke)･･
A･n.aria,Y･a i7dtαtrL(Reeveト
Glyoymeris7Jeb･SOenSis(Sowerby)･

Glyc.7J7nerisalbol,Lneaia(Lischke)･---
GlyLAymer,):tb･Pilsbryi(Yokoyamaト･

LかYWPeiSnLPPOnicaYokoyama I

PeG･ten(PatinopeGten)tokyoβnsisTolmTlaga-
PectenlaquL?alusSowel.by-･･

Ostrea(Crasβosか一ea)gigasThunberg--I

CraSSaiellites77Jana(Adams& Reeve)-

Venericardiaferl.ugi柁OSa(Adams皮Reeve)
Venericadiaferrugt,'1WaClessin ･･･

C()rbiculasandaiformisYokoyama-･･･
DtplodontalLSLa(Gould)群小

Codaたia(Pilluoinα)pisidium (Dunker)
Cardiu?nsp.
Card･ium(CeraB･tOderma)braunsiTokunaga
Cardium (PapyridBa)muticum Reeve･･･

Callistapac毎flca(Dillwyn)-I

Sam)idommi purp/WtuS(Sowerby)･..
SunettamenBinualis(MenlこC)･･･

Dosiniajaponica(Reeve)･
Venus(MerL･enaria)stimpsoniGould･････
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Gomphinalnelanαegi.!Romer- .････-一一--R一一一R-

GomphiJYaa(Gomphinella)neastartL)idea(Yokoyama)
ACAAARAAAA

VeyLe/ruPis(A仰Jgdala)variegata(Sowerby)･.･-･G-C(コGRC.RCC
VelWl.uPis(A_7花ygdala)philippinarum (Adams皮Reeve)

R--R一一1---

Petrioola(Petricolaria)LWquisか･iataSoweTby -R-一一R--R一一
Mac舌ra(Spisuta)sachalinensiSSchrenck ･･･.･---一一一-R-R-
MaeLrasulca舌ariaReeve･･ .I･ARAAAAAAAA

Raeta(Raeまeua)yo加hamensisPilabry･･- -----一一一一一-一一R-
SL:hi2:Othaerusn甘んttatli(Conrad)･ -･RR-RR-R---

Donaa;sp.
SaJnguinolariaolivacea(Jay)-･-I･･.

Solecurtusdivarioatus)IJischke),

Arcopagiadelta(Yokoyama)I-･
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TelulW,(AngLl,lu.?)venulosaSchrcnck
SiliquapulcheuaDunker
Solensp.
AT,()idig,I)enuSta,(Could)･･

Aloiditgerytfwodon(Lamarck)
Aloid由pygmaEia,(Yokoyama)
Erodonafreq′lbenLq(Yokoyama)

MyadoraJ7uctuo.qaCould･i

Aeteasp.indet.
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BRYOZOA OFHIRAYAMA
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地

:昧

Calloporasp.No.1･
PlectraangulataLevinsen,･･･
LZi(mJt(JPO/ra,(Tremt)porqJ)sp,indet･.
Cr/lbrili･7･Laan川Iata(Fabricius).

Regi･7Wltafuraata(Hincks)
Sch由()podrellaternata(Ortmann卜
Lacernasp.No.1
ETnbalo舌九ecasp.indet･-･-I

flJippoporellagorgo?wnLqisHaStir)gsM

EILqCharoidesadeonelloides(Ortmann)･..

mppothoaJhgellum′Mal12;Oni･･

P()rellasp･indet･
SmittinairispinoSa(Johnston)var.
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SmittilもamedioumbonataSakakul･aMS･･.- -･p-R--RRR-R-

FORAMINIFERA OFHIRAYAMA

(From 工｣oe.No.2)

1.QuinqueloculinaseminuluTn(工.inn;)･.･･･ --°notl･are
2.SpiroloculinaconveECiusouta･Brady--･･ -･raTe
3.THlocutinacirculcwisBornemann････ -･TarC

4.T,riloculinaobloヶ乞ga(Montagll)I･･ -rare
5.Trilocutinatrioarinatad'Orbigny･･. ････rare
6,NodosariapauciloculataClユShman･rr ･･･1･are
7.NodosaγiascalarisBatsch---･ .･･rare

8･Nodo･gariasoluia(RelユSS) ･･ ･･･rare
9･Lagenahispida(d'01.bigny)- -･1･are

閃



lotLagenastriata(d'Orbigny)･

11･Nonionわouea･lWln(d'Orbigny)
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NmtionumT)ilicatulunL(Walker& Jacob)

Nonionsp.indet.

･rare

Iabundant.
Icommon

EIph/Lld,L',LI,,nLCriSPum (Linn占)- ..･-notl･are

EIphidi,Lm Crispum lnaCellum (Fichtel皮Moll)-common

EIphideu777,.qlJriatopunctalum (Fichtel& Mo一l)I-rare
Etphid,lu,m′sub17LOdosum (Miinster)･ --rare

EIphidiumfat)um (Fichtel良Mo一l) ･-rare

BuliJnm:na･ぷubornataBrady -･- -1･are
Entosoleniaglol)osa(Montagu).-･ ,-..ral･e

Um'gerinapygrluLead'Orbigny -･ ･--notrare
Siph｡generiTLaraPhana(Parker& Jones)-I--･･-･･･ral･e

Disc｡rbisglobulaliLq(d'Orbigny)- -･･rare
DiLqC･OrZ'ぬ i.gabelle&na(d'Orbigny). --rare
mscorbispulvinata(Brady)-･ ,･･rare

VatmLlineriaallomorphinoideB(Reuss)･･･ --rare
Gyroid,lnaorbicularLlg(d'Orbigny).･ Ml･are
Rotaliabeocarii(Linn占). -rare
RotalianipponicaABanO - ･-abundant

Rotaliasp.indet.
Ep()nide.b17cwsteni(Reuss).･ .･rare

Epo,rLidespraecJi,ruItu8(Karrer)-･- =-rare

Eponidespunctaius(d'Orbigny)･･

Eponidesumbona紬g(Reuss)..I
CaLq･S7:dulinalaevigatad'01.bigny-･･

Globigellinabulloidesd'Orbigny･･p

GlobigerinalrilobaReuss･.

GIobigelirt,aeggeri,Rhllmbler･･-

Globigeln-nahelioina?d'Orbigny･-

GloT)igerinainPatad'Orbigny.･I

Globigerina(GT,obigerinoides)cc)ngtobatub･

rare

llare
rare

abundant
rare

notrare
rare

eOmmom

Brady rare

Globige7イna(Gloむigerinella)aequila舌BraliBBrady･･･rare
GlobigeriTLa(GlobigeriTLelLa)LqubcretaceaLomniclこi-Tare

OT･bulinauniversad'Orbigny -･- ･-r-°notrare
Planutinaw王illerstorjt(Schwager)- ･I･.rare

CibicideBlobaLulus(Walker&Jacol))- ･････abundant
Cibicidesrefulgens(Montfort)･ -I･common
イヒ方錐地

1-8 千灘麟千非郡千城村坊谷津(但 7ト8ノ､同一億地.8ハ7ノ1m.上位
ゴー])

9,10 千光輝千紫郎啓lrl村中Ill
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Globiberina
瓶
が
多
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す
る
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質
は
本
月
暦
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積
地
の
外
源
性
或
は
其
の
外
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と
の
朝
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自
由
な
連
絡
を
物
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て
居
る
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荷
此
鹿
の
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群
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波
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洗
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も
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で
集
積

さ
れ
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も
の
で
あ
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轟
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に
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る
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兎
に
角
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般
的
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は
月
化
石
群
の
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と
大
差
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い
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他
の
化
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